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「治療サポートコース」開発の背景

~不妊治療を経験したユーザーの声から~
ルナルナ アンケート

『ルナルナ』によるアンケート
●調査実施時期：2019年6月14日～19日 ●調査対象：不妊治療の経験がある20～49歳の女性1,101名
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不妊治療中は治療の内容を記録・管理している人が多数派！
でも記録方法はアナログのまま…？

62.9%

37.1% はい

いいえ

（n=916）

約半数の人が治療内容を手書きで記録しているように

治療記録・管理はまだまだアナログな世界のようです

Q.記録方法として当てはまるものを教えてください。

（複数回答：上位5つ）

（n=523）

不妊治療を経験している

人の6割以上が、

自身で治療の記録・

管理を行っている！
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通院日、治療内容、検査結果…記録項目は盛りだくさん。
治療記録は「ちゃんと知るため」の行為

（n=554）

8割以上の人が通院日を記録。また、治療内容・検査結果・

治療費の記録も過半数の人が行っています。

また、記録の目的の多くは治療の実態の把握や内容理解のためのよう。

記録することで自分の受ける治療と向き合えているのかもしれません。

Q.記録の内容として当てはまるものを教えてください。

（n=563）

Q.記録を行う目的を教えてください。
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治療を記録・管理している人の方が、
治療への理解度が高いこと判明！！

治療の記録・管理を行っている人の方が、

治療に関する理解度が高いことがわかります。

また、パートナーの理解度に関しても、記録・管理を行っている人の

パートナーの方が理解・納得できている割合が高くなりました。

Q.あなたは、治療内容に対して納得・理解できていますか。

記録している（n=537） 記録していない（n=329）

Q.あなたのパートナーは、治療内容に対して

納得・理解できていいますか。

記録している（n=537） 記録していない（n=329）
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記録・管理をしていない人にも
「記録したい」という気持ちはある。

しかしそこにハードルを感じている人が過半数…

記録・管理を行っていない人の過半数が

「記録・管理はしたいが、手間がかかりそう 」と回答。

次いで、「記録・管理はしたいが、難しそう」

「記録・管理はしたいが、うまく活用できなさそう」が続き、

記録への意欲を感じる結果に。

ただ、手間や複雑さの観点でハードルを感じているようです。

Q.治療の記録・管理についてどのように考えていますか。

（n=336）
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不妊治療の診察・診療時やその後の記録・管理について
寄せられた悩みはさまざま…

不妊治療について、診察時や治療の記録・管理について
多くのルナルナユーザーから寄せられた悩みの声
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そんな声を受け、『ルナルナ 体温ノート』に
「治療サポートコース」は生まれました

『ルナルナ体温ノート』

治療サポートコース

毎日の基礎体温を手軽に記録・管理したい方向け。

治療中の方にもオススメ。

ルナルナIDで「ルナルナ」他サービスとの連携もできます。


